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1. 2025年3月期第2四半期（中間期）の連結業績（2024年4月1日～2024年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年中間期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

中間純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年3月期中間期 8,006 6.5 94 ― 38 ― 22 ―

2024年3月期中間期 7,519 8.6 △102 ― △177 ― △185 ―

（注）包括利益 2025年3月期中間期　　209百万円 （―％） 2024年3月期中間期　　△62百万円 （―％）

1株当たり中間純利益
潜在株式調整後

1株当たり中間純利益
円 銭 円 銭

2025年3月期中間期 16.62 ―

2024年3月期中間期 △140.58 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2025年3月期中間期 8,111 1,797 22.1

2024年3月期 8,580 1,571 18.3

（参考）自己資本 2025年3月期中間期 1,794百万円 2024年3月期 1,570百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

2025年3月期 ― 0.00

2025年3月期（予想） ― ― ―

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

※2025年３月期期末配当予想については、未定です。

3. 2025年 3月期の連結業績予想（2024年 4月 1日～2025年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 16,500 7.4 100 111.6 40 85.4 10 ― 7.54

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有



※ 注記事項

(1) 当中間期における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

②①以外の会計方針の変更 ： 無

③会計上の見積りの変更 ： 無

④修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2025年3月期中間期 1,342,179 株 2024年3月期 1,332,179 株

② 期末自己株式数 2025年3月期中間期 12,788 株 2024年3月期 12,762 株

③ 期中平均株式数（中間期） 2025年3月期中間期 1,325,299 株 2024年3月期中間期 1,319,417 株

※ 第2四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び
業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、添付資料Ｐ．２「１．経営成績等の概況（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧く
ださい。
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１．当中間決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当中間連結会計期間における我が国経済は、雇用・所得環境等による個人消費や堅調なインバウンド需要による

回復基調に支えられ、景気が緩やかな回復を見せる一方で、不安定な国際情勢を背景とするエネルギー価格や原材

料価格の高騰、中国での内需低迷による景気の減速感が継続していること等により、先行きは不透明な状況が続き

ました。

　このような状況の中、当社グループの売上高は、80億６百万円（前年同期75億19百万円）と増収になり、利益面

では、営業利益94百万円（前年同期損失１億２百万円）、経常利益38百万円（前同期損失１億77百万円）、親会社

株主に帰属する中間純利益22百万円（前年同期損失１億85百万円）改善となりました。

　セグメントの業績を示すと次のとおりであります。なお、文中の各セグメントの売上高は、セグメント間の内部

売上高を含んでおりません。

（合成樹脂成形関連事業）

　売上高は、海外子会社含め事業環境は依然厳しい状況が継続しておりますが、62億21百万円（前年同期62億円）

と微増となり、利益面では、営業利益33百万円（前年同期損失１億82百万円）改善となりました。

（物流機器関連事業）

　積極的な営業活動を継続展開し、受注の拡大を図ったことにより、売上高は、17億85百万円（前年同期13億18百

万円）と増収となり、利益面では、営業利益62百万円（前年同期利益80百万円）と減益となりました。

（２）財政状態に関する説明

（資産の状況）

　資産合計は81億11百万円となり、前連結会計年度末と比べ４億68百万円減少しました。これは主に、受取手形及

び売掛金３億62百万円減少、電子記録債権が１億88百万円減少したことによるものです。

（負債の状況）

　負債合計は63億14百万円となり、前連結会計年度末と比べ６億94百万円減少しました。これは主に、支払手形及

び買掛金が３億67百万円減少、長期借入金が１億２百万円、短期借入金が73百万円減少したことによるものです。

（純資産の状況）

　純資産合計は17億97百万円となり、前連結会計年度末と比べ２億25百万円増加しました。これは主に、為替換算

調整勘定が１億84百万円増加、利益剰余金が22百万円増加したことによるものです。

（キャッシュ・フローの状況）

　当中間連結会計期間における現金及び現金同等物の中間期末残高は、前連結会計年度末から３億20百万円増加

し、24億59百万円となりました。

　営業活動の結果得られた資金は、４億64百万円（前年同期に営業活動の結果得られた資金は、１億78百万円）と

なりました。これは主に、売上債権の減少７億23百万円、仕入債務の減少３億71百万円、減価償却費１億39百万円

によるものです。

　投資活動の結果支出した資金は、78百万円（前年同期に投資活動の結果支出した資金は、60百万円）となりまし

た。これは主に、有形固定資産の取得による支出67百万円によるものです。

　財務活動の結果支出した資金は、１億96百万円（前年同期に財務活動の結果支出した資金は、２億35百万円）と

なりました。これは主に、長期借入金の返済による支出２億34百万円、長期借入による収入１億円によるもので

す。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　本日公表の「第２四半期（中間期）業績予想値と実績値との差異及び通期業績予想の修正に関するお知らせ」に

おいて、2025年３月期通期連結累計期間の業績予想の修正を開示しております。
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（単位：千円）

前連結会計年度
（2024年３月31日）

当中間連結会計期間
（2024年９月30日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,139,025 2,459,165

受取手形及び売掛金 2,095,905 1,733,083

電子記録債権 755,580 567,434

商品及び製品 640,395 670,287

仕掛品 195,739 183,160

原材料及び貯蔵品 330,030 332,795

その他 454,321 137,830

流動資産合計 6,610,997 6,083,756

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 241,955 257,918

機械装置及び運搬具（純額） 590,241 606,649

土地 768,976 768,976

リース資産（純額） 42,381 34,212

その他（純額） 109,523 108,776

有形固定資産合計 1,753,079 1,776,532

無形固定資産

リース資産 48,186 41,188

その他 14,564 12,901

無形固定資産合計 62,751 54,089

投資その他の資産

投資有価証券 39,870 40,935

その他 113,517 156,314

投資その他の資産合計 153,388 197,250

固定資産合計 1,969,218 2,027,872

資産合計 8,580,215 8,111,629

２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
（2024年３月31日）

当中間連結会計期間
（2024年９月30日）

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,272,736 1,905,561

電子記録債務 526,744 499,926

短期借入金 1,021,457 948,070

リース債務 31,360 33,477

未払法人税等 46,321 29,599

賞与引当金 39,380 40,351

その他 396,911 284,342

流動負債合計 4,334,913 3,741,329

固定負債

長期借入金 2,419,552 2,317,499

リース債務 70,716 56,801

繰延税金負債 22,510 26,073

退職給付に係る負債 156,149 161,717

その他 4,482 10,695

固定負債合計 2,673,411 2,572,788

負債合計 7,008,325 6,314,117

純資産の部

株主資本

資本金 1,029,998 1,037,028

資本剰余金 865,879 872,909

利益剰余金 △706,931 △684,903

自己株式 △23,342 △23,385

株主資本合計 1,165,604 1,201,648

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 7,066 7,476

繰延ヘッジ損益 3,526 △1,496

為替換算調整勘定 434,081 618,934

退職給付に係る調整累計額 △39,328 △32,360

その他の包括利益累計額合計 405,346 592,552

新株予約権 - 2,201

非支配株主持分 940 1,109

純資産合計 1,571,890 1,797,511

負債純資産合計 8,580,215 8,111,629
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（単位：千円）

前中間連結会計期間
（自　2023年４月１日

至　2023年９月30日）

当中間連結会計期間
（自　2024年４月１日

至　2024年９月30日）

売上高 7,519,516 8,006,828

売上原価 6,848,275 7,133,783

売上総利益 671,240 873,045

販売費及び一般管理費

荷造運搬費 69,071 41,991

給料及び賞与 272,845 287,685

退職給付費用 36,970 18,312

その他 394,438 430,589

販売費及び一般管理費合計 773,325 778,578

営業利益又は営業損失（△） △102,084 94,467

営業外収益

受取利息 3,607 5,143

受取配当金 346 409

受取手数料 3,133 4,507

助成金収入 13,859 299

その他 7,832 2,759

営業外収益合計 28,780 13,119

営業外費用

支払利息 34,015 37,410

為替差損 65,226 30,260

その他 5,163 1,385

営業外費用合計 104,406 69,056

経常利益又は経常損失（△） △177,711 38,529

特別利益

固定資産売却益 181 14,542

投資有価証券売却益 3,196 －

特別利益合計 3,378 14,542

特別損失

固定資産処分損 667 2,458

特別損失合計 667 2,458

税金等調整前中間純利益又は税金等調整前中間純損

失（△）
△175,000 50,613

法人税等 10,504 28,481

中間純利益又は中間純損失（△） △185,504 22,131

非支配株主に帰属する中間純利益又は非支配株主に

帰属する中間純損失（△）
△23 102

親会社株主に帰属する中間純利益又は親会社株主に

帰属する中間純損失（△）
△185,481 22,028

（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

（中間連結損益計算書）
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（単位：千円）

前中間連結会計期間
（自　2023年４月１日

至　2023年９月30日）

当中間連結会計期間
（自　2024年４月１日

至　2024年９月30日）

中間純利益又は中間純損失（△） △185,504 22,131

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 2,801 409

繰延ヘッジ損益 2,808 △5,023

為替換算調整勘定 110,158 184,976

退職給付に係る調整額 6,845 6,968

その他の包括利益合計 122,612 187,330

中間包括利益 △62,892 209,461

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 △62,952 209,234

非支配株主に係る中間包括利益 60 226

（中間連結包括利益計算書）
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（単位：千円）

前中間連結会計期間
（自　2023年４月１日

至　2023年９月30日）

当中間連結会計期間
（自　2024年４月１日

至　2024年９月30日）

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前中間純利益又は税金等調整前中間純

損失（△）
△175,000 50,613

減価償却費 124,793 139,970

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 3,968 6,948

賞与引当金の増減額（△は減少） 6,477 970

受取利息及び受取配当金 △3,953 △5,552

支払利息 34,015 37,410

固定資産処分損益（△は益） 667 2,458

固定資産売却損益（△は益） △181 △14,542

投資有価証券売却及び評価損益（△は益） △3,196 －

助成金収入 △13,859 △299

売上債権の増減額（△は増加） 618,352 723,531

棚卸資産の増減額（△は増加） 406,222 47,562

仕入債務の増減額（△は減少） △842,480 △371,145

未払消費税等の増減額（△は減少） 29,841 △38,768

その他 29,802 △50,665

小計 215,468 528,491

利息及び配当金の受取額 3,953 5,552

利息の支払額 △32,369 △40,240

法人税等の支払額 △22,091 △29,792

助成金の受取額 13,859 299

営業活動によるキャッシュ・フロー 178,821 464,311

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △700 －

定期預金の払戻による収入 15,750 －

投資有価証券の取得による支出 △454 △476

投資有価証券の売却及び償還による収入 6,462 －

有形固定資産の取得による支出 △83,215 △67,475

有形固定資産の売却による収入 181 14,542

無形固定資産の取得による支出 △720 △432

貸付金の回収による収入 3,600 3,600

その他 △1,655 △27,795

投資活動によるキャッシュ・フロー △60,751 △78,037

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △21,309 △60,595

長期借入金の返済による支出 △229,803 △234,224

長期借入れによる収入 35,000 100,000

リース債務の返済による支出 △19,577 △15,389

非支配株主への配当金の支払額 △184 △57

自己株式の取得による支出 － △43

新株予約権の行使による株式の発行による収入 － 14,059

財務活動によるキャッシュ・フロー △235,874 △196,251

現金及び現金同等物に係る換算差額 107,910 130,119

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △9,893 320,140

現金及び現金同等物の期首残高 1,828,948 2,139,025

現金及び現金同等物の中間期末残高 1,819,054 2,459,165

（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書
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（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　当中間連結会計期間において、新株予約権の権利行使により資本金及び資本剰余金がそれぞれ7,029千円増加

し、当中間連結会計期間末において、資本金が1,037,028千円、資本剰余金が872,909千円になっております。

前連結会計年度
（2024年３月31日）

当中間連結会計期間
（2024年９月30日）

受取手形割引高 13,202千円 20,394千円

前連結会計年度
（2024年３月31日）

当中間連結会計期間
（2024年９月30日）

受取手形 5,968千円 ―　千円

電子記録債権 7,882千円 ―　千円

支払手形 96,230千円 ―　千円

電子記録債務 144,183千円 ―　千円

（中間連結貸借対照表に関する注記）

　１　受取手形割引高

※２　中間連結会計期間末日満期手形、電子記録債権及び電子記録債務の会計処理については、満期日に決済

が行われたものとして処理しております。

　なお、前連結会計年度末日が金融機関の休日であったため、次の期末日満期手形、電子記録債権及び電

子記録債務を満期日に決済が行われたものとして処理しております。

前中間連結会計期間
（自　2023年４月１日

至　2023年９月30日）

当中間連結会計期間
（自　2024年４月１日

至　2024年９月30日）

現金及び預金 1,819,054千円 2,459,165千円

預入期間が３か月を超える定期預金 －千円 －千円

現金及び現金同等物 1,819,054千円 2,459,165千円

（中間連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

※　　現金及び現金同等物の中間期末残高と中間連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次

のとおりであります。
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（単位：千円）

報告セグメント

調整額
中間連結損益
計算書計上額合成樹脂成形

関連事業
物流機器
関連事業

計

売上高

外部顧客への売上高 6,200,947 1,318,568 7,519,516 － 7,519,516

セグメント間の内部売上高

又は振替高
552 20 573 △573 －

計 6,201,500 1,318,588 7,520,089 △573 7,519,516

セグメント利益又はセグメン

ト損失（△）
△182,722 80,637 △102,084 － △102,084

（単位：千円）

報告セグメント

調整額
中間連結損益
計算書計上額合成樹脂成形

関連事業
物流機器
関連事業

計

売上高

外部顧客への売上高 6,221,772 1,785,056 8,006,828 － 8,006,828

セグメント間の内部売上高

又は振替高
1,553 28 1,582 △1,582 －

計 6,223,325 1,785,085 8,008,410 △1,582 8,006,828

セグメント利益 33,669 62,379 96,049 △1,582 94,467

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ　前中間連結会計期間（自　2023年４月１日　至　2023年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）　セグメント利益又はセグメント損失（△）は、中間連結損益計算書の営業損失と一致しております。

Ⅱ　当中間連結会計期間（自　2024年４月１日　至　2024年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．　セグメント利益は、調整額1,582千円は、セグメント間取引の消去であります。

２．　セグメント利益は、中間連結損益計算書の営業利益と一致しております。

- 9 -

ヤマト モビリティ ＆ Ｍｆｇ.株式会社(7886) 2024年３月期第２四半期決算短信


